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本書は、九州新幹糠筑後船小屋駅周辺整備事業に伴い、平成20年度に

筑後市教育委員会が発掘調査を行った津島洲崎遺跡第3次調査の記録です。

当遺跡庸辺では、縄文時代の落し穴や弥生時代の住居跡、近世の道路

跡まで、様々な性格の遺跡が確認されており、時代による人々の営みの

変化が伺えます。

今聞の調査では、中世から近世の溝などが確認されました。これまで

の成果とあわせて、この調査記録が今後の調査研究に活かされていくこ

とを期待します。また、本書が地域における文化財保護への理解を深め

る一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、本書の刊行にあたり、多大など協力を賜りまし

た関保者の方々に心より御礼申し上げます。

平成 22年 3月

筑後市教育委員会
教育長城戸一男



例言

1本書は平成20年度に筑後市教育委員会が行った津島洲崎遺跡第3次調査の埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

2.発掘調査及び出土遺物の整理は筑後市教育委員会が行った。出土遺物、図面、写真等は筑後市教育

委員会で収蔵、保管している。発掘調査及び整理作業の関係者は第 I章に記している。

3.本書に使用した図面の遺構図は吉村由美子が作成し、遺物実測及び図版浄書は横井理絵が行った。

4.本書に使用した遺構・遺物の写真撮影は吉村が行った。

5.今回の調査に用いた測量廃標は国土調査法第E路標系(世界測地系)を基準としている。

6.本書に使用した遺構の表示は以下の略号による(筑後市における埋蔵文化財の取り扱いについて:

2002に準拠している)。

SD -溝 SK-土坑 SPーピット SX -不明遺構

7.本書の編集、執筆は吉村が行った。
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1 .調査経過と組織

津島洲崎遺跡は筑後市大字津島字洲崎に所在する。九州新幹線筑後船小屋駅関連施設整備事業に伴い、

平成 20年 7月に筑後市長桑野照史(建設経済部都市対策課)から試掘・確認調査依頼が筑後市教育委

員会に提出され、担当課である社会教育課文化スポーツ係が現地での試掘調査を実施した。試掘調査の

結果、一部で遺構が確認されたため、埋蔵文化財の取り扱いについて協議を行った。遺跡の確認された

部分には駅ロータリーの建設が予定されていたため、恒久構築物である道路部分について本調査を実施

することとなった。本調査については、平成 20年 12月2日から平成 21年 3月 6日まで現地での本

調査を行い、整瑚報告書作成作業を平成 22年 3月に完了した。

発掘調査に関わる調査組織は以下のとおりである。

1 )平成20年度(事前審査・本調査)

総守舌 教育長 城戸 A男

社会教育部長 田中僚ー

庶務 社会教育課長 永松三夫

文化スポーツ係長 田中純彦

文化スポーツ係 永見秀徳

(文化財担当職員) 小林勇作

上村英土

育村由美子(嘱託:事前審査・本調査担当)

2)平成 21年度(報告書作成)

総括 教育長 城戸一男

協働推進部長 国中僚一

庶務 社会教育課長 山口辰樹

社会教育係長 田中純彦

社会教育係 小林勇作

(文化財担当職員〕 上村英一1::

中島征弘

吉村由美子(嘱託:報告書担当〕

3)発掘調査参加者

石橋香代美・井上むつ子・今山三咲子・植田勝子・蒲池京子・河添幸子・隈本干城・

下川義文・角 里子・田島和弘・田島小織・田島英樹・田島ヤス子・田島好江・

田島里恵・田平利彦・堤 義弘・富安英子・中村富男・中村三男・橋本高登・

原 秋子・堀田武利・三瀬美樹子・満川香代子・本村弘年・波遁泰子

4)整理作業参加者

野口晴香・野間口靖子・横井理絵
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II.位置と環境

1.地理的環境

筑後市は福岡県の南西部、筑紫平野の中央部に位置する。市域を]R鹿児島本線と国道209号が縦断し、

国道442号が横断する。また、市南西部には一級河川の矢部川、中央部には山ノ井川や花宗JII、北部

には倉日川が西流する。市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、潅減用の溜池が点在す

る。低位扇状地である東部や、低地である南西部には農業水路が発達している。当市は県内有数の農業

地帯であり、北部の丘陵地域には果樹園や茶畑、東部には米麦中心の田園地帯が広がる。市街地は国道

に沿って市の中心部に形成されている。

今回報告する津島洲崎遺跡は筑後市の南部、矢ffliJII北岸の後背湿地上に立地する。

2.歴史的環境

津島地区では、縄文時代から近世までの様々な遺跡が確認されている。

本調査地点の北に位置する津島餅町遺跡 1次世1]、津島野内遺跡酷2]では縄文時代の落し穴状遺構

が検出されている。

JR船小屋駅の南西に位置する津島九反坪遺跡位31では弥生時代前期の溜井状遺構が確認されている。

また、津島野内遺跡では中期の褒棺墓と竪穴住居、津島餅町遺跡2次調査院4]では後期の竪穴住居が

検出されている。津島皿ヶ町遺跡【設51では中期から後期にかけての掘立柱建物が検出され、湿地上に

集落が営まれた可能性が指摘される。

周辺では古墳時代以降の集落本体は確認されていないが、津島南練生遺跡陸6]や津島南笹原遺跡酷71

では古墳時代初頭の廃棄士坑群が検出されている。

本調査地点に隣接する津島洲崎遺跡2次調査段8]では、中位の水回跡と考えられる水平堆績を認め

たほか、近世薩摩街道の前身となる道路跡が検出されている。一方、矢部川の自然堤防の外側という立

地上、たびたび氾濫による水害に見舞われた地域でもあり、近世、回中吉政の治世以降、築堤・治水工

事が行われた記録が残る。

E註1

1.11嚇勇作「湾島餅町遺跡揮1次舗面J，丸淵新幹線潤係遺跡』筑後市文化財箭査報告書第89集筑後市教育委員会2009

2.11嚇勇作・吉村由美子「棒島野内遺跡閣1次調面JrM新幹線日関係遺跡』筑後市文化財調査報告書第89集筑後市教育委員会 2009

3立石真二二『湾島丸厄坪遺跡」筑後市文化財調査朝告書割高42集筑後市教育委員会2四2

4永見秀徳・吉村由美子「沸島a野町遺跡目事2次調畳Jfi:JU刊新幹線日開隅遺嗣筑後市え化財爾査報告書第89集筑後市教育委員会2009

5永見秀徳 E筑後西部第2地区遺跡群 (TI)，J1筑後市文化財調査報告書第四集筑後市教育委員会2田 0

6小椋勇作・立千五兵二噛島南級生噂 1・第2次爾劃J，筑瀧醐醐2地区遺跡群(l)J筑後市文化対調査報告書第21集筑後市教育委員会 1999

7立石真二「樟島南笹原遺跡J[!筑雄西盗容第2地区遭跡事字(1)J筑後巾文化財輯食報同時21集筑後市教育委員会 1999

&永見秀徳・吉村由美子「湾局洲崎遺節目第2次調畳JU允淵新幹線日調係進路』筑後市文化財瞬査報告書第89集筑後市教育委員会田09

【参考文削

『筑後市史ー第一巻ー』 筑後市 1998
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司自杏諮号 漬蹄名 = 回 漬 蹄 名 言 回 漬悶下名

084 津島南悌生遺跡(第1次調査) 111 津島南悌生遺跡(第2次調査) 163 津島洲崎遺跡(第1次調査)
093 常用長田遺跡(第1次調査) 114 津島南笹原遺跡(第1次調査) 168 津島九反坪遺跡(第1次調査)
102 津島西美田遺跡(第1次調査) 118 志西野々遺跡(第1次調査) 226 津島洲崎遺跡(第2次調査)
106 津島北石伏遺跡(第1次調査) 121 常用野中遺跡(第1次調査) 230 津島野内遺跡(第1次調査)
108 津島皿ケ町遺跡(第1次調査) 122 志下婦計遺跡(第1次調査) 233 津島餅町遺跡(第1次調査)
109 常用相割遺跡(第1次調査) 131 志西田遺跡(第1次調査) 234 津島餅町遺跡(第2次調査)
110 常用野々下遺跡(第1次調査) 139 志掴添遺跡(第1次調査) 241 津島洲崎遺跡(第3次調査)

※遺跡番号は、当市採用の調査番号を掲載
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m.調査成果

Fig.2 調査地点位置図 (1/2500)

(1) はじめに

道路予定箇所のうち、試掘調査で遺構が検出された 1050rrlに調査区在設定した。調査は吉村が担当

し、平成 20年 12月2日より開始した。遺構の掘削は表土から遺構面までを(有)徳光建設に委託し、

遺構面からは地元作業員による手作業の掘削を行った。空中写真は(有)空中写真企画に依頼し、 平成

21年 3月6日に調査を終了した。

(2) 検出遺構

溝

35001 (Fig.3、 Pla.4)

西側調査区北西端で検出した、南北方向に走る溝である。検出幅 2.8m、深さ 0.3mを測る。底面は

平坦で、淡暗褐色粘質土を基調とする埋土の上に、一部灰色砂が堆積する。遺構からの出土遺物は皆無

であった。

35002 (Fig.3、 Pla.3)

西側調査区の中央付近で検出した。幅 0.7m、深さ 0.2mを測る。淡灰色砂を基調とする埋士で、灰

茶色粘性砂を切り込んで堆積する。周辺では数条の溝が切り合い、不明瞭な形を成している。土師器細

片が出土した。

35005 (Fig.3、 Pla.3)

3SD01の東側で検出した。幅1.0m、深さ 0.3mを測る。埋土は淡灰茶色砂の単一土層である。土師器片、

瓦器片が出土した。

35015 (Fig.4、 Pla.3)

東側調査区で検出した。検出最大幅 4.1m、深さ 0.3mを測る。地山に近似した淡茶色粘性砂を切り

-4-
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の木材が 2本交差した状態で検出された。また、土坑中央Lこは直荏 0.6m、深さ 0.6m程の柱穴が確認

された。近現代の電柱もしくは看板の跡と考えられる。

3SK19 (Fig.6、Pla.3)

3SD26の西側で検出した。幅 1.2m、長さ 2.2m、深さ 0.15mを測る。土師器片が出土している。

3SK21 (Fig.6、Pla.3)

3SD50の東側で検出した。平面形態は楕円形を呈する。短軸1.0m、長軸1.4m、深さは 0.1m程の

浅い士坑である。士師器片が出土している。

3SK22 (Fig.6、Pla.3)

東側調査区中央で検出した。平面形態は楕円形を呈し、短軸 0.9m、長軸1.6m、深さ 0.1mを測る。

出土遺物は皆無で、あった。
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した。縦横に交わる講状を呈し、

程で、埋土は淡灰色砂の単一土層。土師器片が出土している。

3SX04 CFig.6、Pla.2)

西側調査区中央で検出した。平面形態は不明瞭で、幅 2.2m、長さ 5.3m、深さ 0.1mを測る。

3SX07 CFig.6、Pla.2)

3SD05の西側で検出した。幅 2.3m、深さは 0.1~0.15m 程で、西側は 3SD05 に切られる。土師器片、

染付片、士製品(ミニチュア土器)片、石器(石鍛)などが出土している。氾濫原か。

3SX08 CFig.6、Pla.2)

西側調査区の北端で検出した。検出幅0.6m長さ1.0m、深さ 0.3mを測る。瓦器(鉢)が出土している。

3SXll CFig.6、Pla.3)

東側調査区で検出した。幅0.5m、検出長0.7mを測り、深さは 0.05m程のごく浅い遺構である。

と 。 は邑.1出
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3SX14 (Fig.6、Pla.3)

東側調査区の西端で検出した。幅1.0皿、検出長 l.2mを測る。深さは 0.05m程である。白磁片が出

土している。

3SX16 (Fig.6、Pla.3l

3SX14の北側で検出した。幅0.8m、検出長1.0m、深さ 0，05m程の浅い遺構である。 3SX23と同

一遺構となる可能性がある。士師器片が出土している。

35X18 (Fig.6、Pla.3l

東側調査区中央で検出した。幅 2，6m、長さ 6，Omを測り、東側は溝状に延びて 3SK24を切る。深

さは 0，3m程で、西端部に深さ 0，5m程の窪みを持つ。土師器(杯・片)、陶器片が出土している。

3SX20 (Fig.6、Pla.3l

東償IJ調査区の南部で検出した。検出幅0.5m、長さ 4.3m、深さ O.lmを測り、底面は平坦である。土

師器片、白磁片が出土している。

3SX23 (Fig.6、Pla.3l

東側調査区の北西で検出した。幅 l.2m、深さ O.lm程の浅い溝状を呈する。 3SX16と同一遺構か。

35X29 (Fig.6、Pla.3l

3SD30の西側で検出した。幅0.3m、長さ 5，4m、深さ O.lm程で、細長い溝状を呈する。出土遺物

はなかった。

35X31 (Fig.6、Pla.3l

3SD30の西側jで検出した。幅O.4m、長さ2.7m、深さは0.05m程である。3SX29と同様の滞状を呈する。

3SX33 (Fig.6、Pla.3l

東側調査区の東部で検出した。 l幅0，3m、長さ1.6m、深さ O.lmを測る。白磁片が出土している。

35X34 (Fig.6、Pla.3l

3SX33の東側で検出した。周辺は複数の溜り状遺構が集まり、不明瞭な形状を呈する。幅1.9m、長

さ3.8m、0，1-0，15mを測る。

35X36 (Fig.6、Pla.3)

3SX33の商但uで検出した。幅0.3m、長さ 2.0m、深さ 0，15-0.3mを測る。土師器片が出土している。

(3) 出土遺物

溝

35D05 (Fig.5、 Pla.7)

瓦器

鉢 (1) 口辺部片である。外面は横方向のナデで仕上げ、明瞭な指頭痕が残る。色調は内外面とも暗

灰褐色を呈する。

35D15 (Fig.5、 Pla.7l

土師器

鍋 (2) 口縁部片で、端部は折り返す。外面は横方向のナデ、内面はハケ目による調整を施す。色調

は外面暗茶褐色、内面淡檀茶色を呈し、外面には煤の付着が見られる。

磁器

碗 (3・4) 3は染付磁の口縁部片である。内面は淡い呉須、外面は素地帯E削って圏線を描く。淡茶白

色の素地に淡灰白色勅を施し、外面の圏線部分は淡灰青色に発色する。 4は龍泉窯系碗の体部片である。

外面には不明瞭な鏑蓮弁文が認められる。紬は淡灰j緑色に発色する。

土製品

士錘 (5) 未製品で、直径1.3clll、長さ 5.7clllを測る。両側から直径 0.2clllの孔を穿つが、どちらも

貫通しない。

7 



3SD05 

ン主τiで P
-t刀l( I 

而 ! 才
5 。

一一一一一一一一___l 一一一一 一一
I 3SD45 

一g忍子 ! -j-1 
I .~ゴ:~ゐ 1 ① 

3SK28 ~07 - _ I 3SX08 ー _
lEY五 ト〆-

一一一一一一 ー一一一一一一 ー一一一一一一ーー 一一一一一一斗同一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一ー_L一一一一一一 ー一一一一一一一 ー一一一一一 ー一一一ー
遺構検出面

7l-士士二

35035 (Fig.5、 Pla.7)

磁器

10cm 

Fig.5 出土遺物実測図 (1/3)

碗 (6) 染付碗の口縁部片で、外面には呉須で花の文様を描く。淡茶白色の素地に淡灰白色紬を施紬。

35045 (Fig.5、Pla.7)

磁器

皿 (7) 高台径 5.0仰を復元する染付皿の底部片である。内面は淡い呉須で線状の文様を描き、その

内側は蛇の目状に紬を掻き取る。高台畳付は紬を拭き取り、砂目の付着が見られる。

土製品

土錘 (8) 直径 1.2cm、長さ 4.7cmを測る。中央に直径O.3cm程の孔が貫通する。

35050 (Fig.5、Pla.7)

土製品

土錘 (9) ほぼ完形で、直径1.1cm、長さ 3.0cmを測る。両端部はケズリにより面を作る。中央に直径

0.3 cmの孔が貫通する。

土坑

35K28 (Fig.5、 Pla.7)

陶器

播鉢 (10) 口辺部片で、口縁は折り返しにより玉縁状を呈する。色調は内外面とも暗赤褐色。

不明遺構

35X07 (Fig.5、 Pla.8)

磁器

碗 (11) 口縁部片で、内外面とも淡い呉須で二重の圏線を描く。淡茶白色の素地に淡灰白色紬を施す。



3SX08 (Fig.5、Pla.8)

瓦器

鉢(12) 口辺部片で、口縁端部は平坦面を作る。色調は内外面とも淡茶灰色を呈する。

遺構検出面 (Fig.5、 Pla.8)

磁器

碗(13) 龍泉窯系碗の口辺部片である。口縁部は玉縁状を呈する。粕は淡茶緑色に発色する。

(4) 小結

今回の調査で検出された主な遺構は、数条の溝であった。 ζれらの溝は、 3SDOlを除く殆どが茶色

~灰茶色砂質土を基調とする埋土で、東側調査区では東西方向、西側調査区では北東 南西のほぼ一定

方向に走る。周辺には氾濫原と考えられる砂質土の堆積も見られるととから、とれらの溝も矢部川の氾

濫に伴って形成されたものと想定される。矢部川は、近世には築堤・治水工事が行われたが、堤防や荒

寵などの施設は洪水により度々破損・復旧を繰り返していた記録が残る。今回の調査でも、 3SD15な

どを見ると、ほぽ同じ箇所に新たな溝が切り込んでおり、数度に亘って氾様が押し寄せていた状況が窺

える。

S番号 遺構番号 性格 時期 遺構の先後関係(古→新) S番号 遺構番号 性格 時期 遺構の先後関係(古→新)

1 3S001 溝 23 3SX23 

2 3S002 溝 24 3SK24 土坑 3SK24→3SK21 

3 3SX03 構? 26 3S026 溝? 中世

4 3SX04 27 3SK27 土坑

5 3S005 漕 中世 3SX07→3S005 28 3SK28 士坑? 3SK28ー+3SK40

6 3SK06 近代。 29 3SX29 

7 3SX07 氾濫原? 3SX07→3S005 30 3S030 構 中世?

8 3SX08 土坑? 中世 31 3SX31 

11 3SX11 32 3SK32 土坑 近世

14 3SX14 33 3SX33 

15 3S015 滑 中~近世 3S045→3S015 34 3SX34 

16 3SX16 35 3S035 構 近世?

18 3SX18 中世? 36 3SX36 

19 3SK19 土坑 40 3SK40 土坑 3SK28→3SK40 

20 3SX20 45 3S045 溝 中世9 3S045→3S015 

21 3SK21 土坑 3SK24ー+3SK21 50 3S050 

22 3SK22 士坑

Tab.l 遺構番号台帳

9 



Fig.→h 遺構番号 件番号 遺物名

5 -1 35005 l 瓦器

5 -2 35015 l 土師器

5 -3 35015 2 染付

5 -4 35015 3 青磁

5 -5 35015 5 士製品

5 -6 35035 l 染付

5 -7 35045 l 染付

5 -8 35045 2 土製品

5 -9 35050 1 士製品

5 -10 35K28 1 陶器

5 -11 35X07 1 染付

5 -12 35X08 l 瓦器

5 -13 遺構検出面 l 青磁

齢差主
匡置室=匠

~豆二匠

躍盟
晶~ IJf 

藍華
麗壬』
I :tIli!i重二匠

Tab.2 出土遺物一覧表

器種名 器両(cm) 底径(cm) 長さ(cm)

鉢 A 5.45 

鍋 ム 2.35 

碗 A 1.85 

碗 b. 2.40 

士錘 5.65 

碗 A 2.65 

皿 ム 1.60 。5.00 

土錘 ム 4.65 

士錘 3.00 

播鉢 b. 4.70 

碗 ム 3.35 

鉢 A 4.05 

碗 A 2.60 

Tab.3 出土遺物観察表

10 

0→復元値.b.→現存値

幅(聞) 厚さ(田) 残 存 備 考

ロi縁部破片

ロ縁部破片

ロ縁部破片

体部破片 龍泉碗

1.25 1.15 完形

口i縁部破片

向台部1/4

1.20 1.05 一部欠損

1.10 1.00 部欠損

口縁部破片

口縁部破片

口i縁部破片

体部破片 龍泉碗
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Fig.6 遺構全体実測図(11250)



PLATE 

凡例

遺物写真右下の番号は、以下のとおりである。

10-1 

Fig.番号 遺物番号



血 li11睡区金調E也市写真:西から〉

PIa2西側粛軍E区海編状事ia:!ゆ写真:上が':ft)



Pla.3東側調査区完掘状況(空中写真:上が北)

Pla.4 3SDOl完掘状況(北から)



Pla.53SD30完掘状況(東から)

Pla.63SD35完掘状況(東から)



Pla.7 
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Pla.8 



筑後市文化財調査報告書第 91集

津島調輔遺跡
平成 22年3月31日

発行筑後市教育委員会

福岡県筑後市大字山ノ井898
TEL 0942-53-4111 

印刷株式会社秀明社印刷

大牟田市中白川町3-172

TEL 0944 (52) 5601 



津
島
洲
崎
遺
跡

筑
後
市
文
化
財
調
査
報
告
書

第
但
集

2
0
1
0年
(
平
成
忽
年
)

筑
後
市
教
育
委
員
会




